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最
後
に、

仏
教
と

フ
ェ

ミ

ニ

ズ
ム

の

豊
か
な
結
び

つ

き
に
つ

い

て

の
一

端
を
示
し
た
い

。

あ
る

女

性
仏
教
徒
は
、

仏

教
が
フ

ェ

ミ
ニ

ズ
ム

に

貢
献

し

得
る

可
能
性
に

つ

い

て

語
っ

て

く
だ

さ
っ

た
。

そ

れ
は、

女
性
と

し
て

ど
の

よ

う
な
苦
し

み

を
抱
え
て

い

る
か
（
苦
諦
）

、

そ
の

原
因
は

何
か
（
集

諦
）

、

そ
の

問
題
が
解
決
さ
れ
た

状
態
は

ど

の

よ

う
な
も
の

か

（

滅
諦）
、

解
決
の

方
法
は

何
か
（
道

諦）
、

と
い

う
「

四

諦
」

に
基
づ

く
思
考
法
で

あ
る

。

い

う
な

れ

ば
、

女
性
と
仏
教
を
め

ぐ
る

現
代
的

課
題
の

見
取

り
図

を

描
く
こ

と

を
試
み

た

本
発
表
は

、

「

苫
」

と

「

集
」

の

作
業
で

あ
る

。

ま
た
、

性
差
別
的
言
説
の

典
拠
を

否
定
し
た

う
え
で

示
さ
れ

る

ジ
ェ

ン

ダ

！

平

等
な

仏
教
観
や

そ

れ
が
実
現

し
た

未
来
は

「

滅
」

、

そ
し
て

女

性
仏

教
徒
た

ち
の

実
践
的
な
試
み
は

「

道
」

と

し
て

捉
え
る

こ

と

も

可
能
だ
ろ

う
。

女
性
仏
教
徒
た

ち
の

既
存
仏
教
へ

の

異
議
申
し
立

て

の

試
み

は
、

優

れ
て

仏
教
的
な
営
み

と

も
い

え
る

の

で

あ
る

。

世

界
遺

産
の

オ
ー

セ

ン

テ

ィ

シ

テ

ィ

概
念
と

神
仏
習
合

中

　
西

　
裕

　
二

　

現
在、

日
本
で

は

多
く
の

寺
社
が
ユ

ネ
ス

コ

の

世
界
文
化
遺
産
と

し
て

登

録
さ

れ

て

い

る
。

だ
が
、

世

界
文
化
遺
産
に

登

録
さ
れ

て

い

る
神
社

、

宮
を

見
る

限
り、

そ
れ

ら
の

多
く
が

中
世
的
な

神
仏
習
合

、

本
地
垂
迹
思

想、

そ
し
て

寺
社
勢
力
と

関
係

す
る

も
の

の
、

世

界
文

化
遺
産
関
連
の

文

章
に
お
い

て

こ

の

点
へ

の

言
及

が

非
常
に

乏
し
い

。

　

世

界
文
化
遺
産
へ

登
録
さ
れ

る

文
化
財
は
、

そ

の

オ

ー

セ

ン

テ

ィ

シ

テ

ィ

が
最
も
重
要
と

さ
れ

る
。

し

か
し
、

こ

の

オ
ー

セ

ン

テ
ィ

シ

テ

ィ

概
念

は、

登
録
さ
れ
る

文
化
財
が
歴
史
的
に

「

本

物
」

で

あ
る
か
ど

う
か
の

指

針
に
過
ぎ
ず、

文
化
の

オ
ー

セ

ン

テ

ィ

シ

テ

イ
、

あ
る

い

は
そ
の

文
化
主

体
を
ユ

ネ
ス

コ

が
考
慮
・

判
断
す
る

訳
で

は
な
い

か
ら
で

あ
る

。

こ

の

登

録
は、

あ

く
ま
で

「

も
の
」

中
心
主
義
で

あ

り、

そ
の

文
化
的
主

体
が
ユ

ネ
ス

コ

の

レ
ベ

ル

で

問
わ
れ
る

こ

と
は
な
い

。

　
世

界
文

化
遺

産
に

登
録
さ
れ
て

い

る

神
社、

宮
の
、

か
つ

て

の

宗
教
ギ

体
は

寺
社

勢
力
で

あ
り、

そ
れ

ら
の

施

設
は
、

か
つ

て

の

寺
社
勢
力
の

換

喩
的
象
微
で

あ
る

と

言
え
る

。

だ
が

、

宮
が

神
を

、

寺
が

仏
を

祭
祀
す
る

施
設
で

あ
る

と
い

う
「

も
の
」

中

心
主

義
の

視
座
で

い

え
ば
、

仏
／
神
冖

外
来
（

⇒
o
口−
p
曽

口
o
コ）

／
土

着
（

蠧
口
o
コ）
冖

仏
教
／
神
道
と
い

う
隠
喩
が

成
立

す
る
。

中
世
の

神
仏
習
合
的
世
界
観
は
、

こ

の

図
式
に
お

い

て

は
一

時
期
の

「

混

淆
」

を

示

す
形

態
で

あ
り

、

か

つ

双

方
の

主

体
が

塁
什

δ
コ

概
念
に

収
斂
さ
れ
る
、

つ

ま

り
そ

の

文
化
的
ギ

体
は

日
本
人
で

あ
る
と
い

う
近
代
的
な
概
念
に

す
り
替
わ

る

こ

と

で
、

主
体
と

し
て

の

寺
社
勢
力
は

不
問
に

付
さ
れ

る
。

だ

が

問
題
な

の

は
、

現
在
に

残
さ
れ
た
施

設
（
社
殿

な
ど
）

は
、

古
代
的
祭
祀
の

遺
構
で

も、

近
代
的
な
神
道
概
念
を
も
つ

集

団
が

主

体
と

な

り
建
造

し
た

施
設
で

も
な
い

と
い

う
点
で

あ
る

。

し
か

し、

近

代
的
な
仏
／
神
の

二

分

法
（

11

創
ら
れ
た

伝
統
）

が
肚

界
遺

産
に

も
適
用
さ
れ
る

こ

と

で
、

近
代
的
な
宗
教
図
式
が

世
界
遺
産
の

文
脈
で

再

生

産
さ
れ
て

い

る

と

い

え
る

。

　
こ

れ
は、

具
体
的
な
「

も
の
」

の

レ

ベ

ル

で

は、

実
は

神
仏

習
合
は

見

え
に

く
い

と
い

う
点
と
も

関
係
す
る

だ
ろ

う
。

例
え
ば
、

神
仏

習
合
の

理

念

を
表

す
具

体
的
な

建
築
様
式
な
ど

は

な
い

。

従
っ

て、

「

も
の
」

を

中

心
と

考
え
れ

ば
、

お
の

ず
と
上

記
の

図
式
で

の

説

明
が

妥
当
と
い

う
こ

と

に

な
る

。
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ま

た
、

仏
教
と

神
道
と

い

う
二

つ

の

軸

↑
近
代
的
な
宗
教
概
念
）

の

設
定
は
、

世

界
遺
産
登

録
に

必
要

な

文
化
の

「

普
遍

性
」

と

「

土

着
性

（
地
域
性）
」

に

容
易
に

対
応
さ
せ

る

こ

と

が
で

き
る

。

従
っ

て
、

目
本
の

仏
教
と

神
道
を
め

ぐ
る

近
代
的
概
念
は
、

世
界
遺
産
の

理
念
に

む

し
ろ

適

合
的
で

あ
る

と
さ

え二．
ロ

え
る

だ

ろ

う
。

　
世

界
文
化

遺
産
に

登
録
さ
れ
て

い

る

神
社、

宮
は
、

外
国
人
観
光
客
も

訪
れ
る
一

大
観
光
地
と

も
な
っ

て

い

る
。

そ
こ

を

研
究
す
る
、

人

文
学
的

な

研
究

者
側
は

近

代
の

脱
構

築
に

向
か

う
が
、

世

界
文
化
遺
産
の

現

場

は
、

世

界
文

化
遺

産
と
い

う
「

お

墨

付
き

」

を

契
機
に

観
光
振
興
を
目

指

す
傾

向
に

あ
る

。

だ
が

、

観
光
の

現
場
で

消
費
さ

れ
る

の

は
近
代
の

宗

教

的
図
式
で

あ

り、

そ
れ
を

乗
り
越
え
よ

う
と

す
る

ア

カ

デ

ミ

ズ

ム

の

成

果

は
、

観
光
の

現
場
に

は
反

映
さ

れ
な
い

。

む
し
ろ

観
光
の

現
場
は、

モ

ダ

ン

と

ポ

ス

ト
モ

ダ
ン

の

断
絶
を

表
し
て

い

る

か
の

よ

う
に

も
見
え
る

。

二

大
霊

場
巡
拝
者
の

実
態

　
　

　

四
国
と
西

国
を
比

較
し

て

柴

谷

宗

叔

　
四

国
八

十
八

ヶ

所
と

西
国
三

十
三

所
の

二

大
霊

場
に

つ

い

て

巡
拝
者
の

実

態
を

調
査
し

た
。

そ
の

結
果、

四

国
遍
路
は

大
別
し
て

三

つ

の

タ

イ

プ

に

分
か
れ
る
こ

と
、

西
国
は

四

国
に

比
べ

観
光
的

要
素
が
強
く

、

徒
歩
巡

拝
は
ほ
と
ん
ど
い

な

い

と
い

う
こ

と

な
ど

が
裏
付

け
ら

れ
た
。

　
巡
拝
者
が
ど
こ

か

ら

来
て

い

る

か

を

見
る

と
、

四

国

遍
路
の

場
合

、

全

国
的
な
広
が

り
を
み

せ

て

い

る
。

地

元
四

国
か

ら
が
二

二

％

だ
が
近

畿
か

ら
が
三

〇
％
と

こ

れ

を
上

回
り

、

以

下
、

関
東
一

四
％

、

中

部
一
一

％
、

中
国
八
％

な
ど

。

西
国
は

地
元
近
畿
が
六
六
％

と
三

分
の

二

を

占
め、

中

部
が
二

〇

％

で

三

十
三

番
札
所
が

岐
阜
県
で

中
部
に
在
る

こ

と

を

考
え
れ

ば
、

な
ん

と

八
六

％

が

地

元
で

占
め

ら
れ

て
い

る

こ

と
に

な
る

。

全
国
区

の

四

国、

地

方
区
の

西
国
と
い

う
差
が

現
れ
て

い

る
。

　

四

国
に

つ

い

て

地
域
と
日

程
の

相
関
を

み
る

と
、

地
元

四

国
の

人
た

ち

は

車
の

日

帰
り
で

、

家
族、

知
人

な
ど

小
グ
ル

ー

プ

で

巡
拝

す
る

。

近

畿
、

中
部
な
ど

中
距
離
地

区
か
ら
は

団
体
バ

ス

（

あ
る

い

は

車
）

の

区
切

り
打
ち
。

関
東
以

遠
の

遠

距
離
地
区
か

ら
は

徒
歩
（

か

公

共
交
通

機
関
利

用）

の

単
独

行
動
で

通
し

打
ち
と
い

う
ス

タ

イ

ル

が

多
い

こ

と

が
わ
か
っ

た
。

西
国
で

は

日

帰
り
が
七
五
％
を

占
め
、

地
元
近
畿
の

人
が

車
の

日

帰

り
で

回
っ

て

い

る

と
い

う

構
図
が
わ
か
る
。

徒
歩
は

○・
三

％

（

実
数
一
）

で

誤
差
の

範

囲
で

ゼ

ロ

に
等
し
い

。

　

動

機
（
複
数
回

答）

は

四
国、

西
国
と

も
に

過

半
数
の

人
が
先

祖
等
の

供
養
を
挙
げ

、

近
し
い

人
の

死
が
遍
路
に

か

き
た
て

る

と
い

う
構
図
が
浮

か
び
上
が
る

。

観
光
口
的
は

西
国
が
二

〇
％、

四
国
が
九
％
で

、

西
国
が

四
国
の一
．

倍
以
上

の

比
率
と

な
っ

て
い

る

の

が
特

徴
だ

。

プ
ロ

フ

ィ

ー

ル

を
見
て

み
る

と
、

四

国、

西
国
と

も
に

六
十
歳
代
が
四
割
以
上

を
占
め

、

定
年
退
職
後
に

巡
礼
に

出
る

と
い

う
ケ
ー

ス

が
多
い

と

い

う
図
式
が
浮
か

び

上
が
っ

た
。

調
査
は

こ

〇

〇

四
年
か

ら
二

〇
〇

五
年
に
か
け、

各
二

干

枚
の

ア

ン

ケ

ー
ト
用

紙
を

配

布
。

回
収
率
は
四

国
二

五
∴
一
％、

西

国
】

四
・
三
％

。

　

西
国
で

は

な
ぜ

徒
歩
巡

拝
が

廃
れ

た
の

か
。

こ

れ
は

鉄
道
の

発
達
と

大

い

に
関
係
が

あ
る

。

一

八

七
四

年
以

後、

関
西
圏
に

は

鉄
道
網
が
張
り
巡

ら

さ
れ

て

い

く。

都
市
間
を

結
ぶ

の

み

な
ら

ず、

有
名
な
寺
社
へ

の

参
詣

の

便
が

図
ら
れ

る
。

現
在
も
公

共
交
通

機
関
が

利
用
で

き
な

い

寺
は
、

ご
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